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DOCK1; Dedicator of cytokinesis protein 1; 180 kDa protein downstream of CRK; DOCK180
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	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、細胞質分裂タンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。細胞質分裂タンパク質は、小さなRhoファミリーGタンパク質のグアニンヌクレオチド交換因子として機能します。コードされているタンパク質は、小さなGTPase Racを制御し、それによって貪食や細胞移動などのいくつかの生物学的プロセスに影響を与えます。この遺伝子の過剰発現は、特定の癌にも関連付けられています。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2014年3月],ドメイン：DHR-2ドメインは、GEF活性に必要かつ十分です。,機能：アポトーシス細胞の貪食と細胞運動に必要な細胞骨格の再編成に関与しています。グアニンヌクレオチド交換因子（GEF）として機能し、結合したGDPを遊離GTPに交換することでRac Rho小さなGTPaseを活性化します。 GEF活性はELMO1によって増強される可能性がある。,類似性：DOCKファミリーに属する。,類似性：1つのDHR-1（CZH-1）ドメインを含む。,類似性：1つのDHR-2（CZH-2）ドメインを含む。,類似性：1つのSH3ドメインを含む。,細胞内局在：ホスファチジルイノシトール3,4,5-三リン酸との相互作用を介して膜にリクルートされる。,サブユニット：複数の部位を介してCRKおよびNCK2のSH3ドメインと相互作用する。ヌクレオチドフリーRAC1はDHR-2ドメインを介して相互作用する。ELMO1、ELMO2、そしておそらくELMO3はSH3ドメインを介して相互作用する。RAC1およびBAI1と相互作用する。,組織特異性：胎盤、肺、腎臓、膵臓、卵巣で高発現する。胸腺、精巣、結腸では中程度の発現を示す。,
	研究分野
	接着斑;アクチンと細胞骨格を調節します。
	画像データ
	

	DOCK1抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

